


















財務に関する現状と今後について
令和8年2月25日
財務・事業委員会

1. JWFの財務に関わる基本方針

JWFは安定的、持続的な組織運営を行えるような財務体質にすることをスポーツ庁に
報告し、対外公表している。

 中長期基本計画＜JWF VISION 2032＞における事業内容
① 育成・強化事業

代表選手選考、国際大会への選手団の派遣、選手強化合宿の実施、次世代アスリー
ト育成強化その他を通じた競技力の向上を目的とした事業

② レスリングの普及・発展のための事業
本協会及び傘下連盟主催大会の実施、指導者講習会の実施、HP・SNS等を活用した上
方発信その他普及活動によって、レスリングの普及・発展を目的とした事業

③ ガバナンス事業
アンチ・ドーピング、コンプライアンス、危機管理、安全管理体制の構築、対外交渉
他、国内におけるレスリングの統括団体としての内部統制のための事業

中長期基本計画における財務計画
安定的持続的な大会の開催、合宿の開催及び海外大会への参加事業、本協会の広報活動
並びに適切な組織運営を行っていく上で必要不可欠となる財源を計画的に確保し、レス
リングの普及・発展を支える。

2. JWFの財務の主な課題（支出超過）

令和４(2022)年度より支出超過が継続している。
このまま毎年40~50百万円規模の支出超過（赤字）が続くと、4～5年で事業目標の
達成が極めて困難になる。
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今年度末(2025/3/31)の現金
残高は2億円強の見込みであり、
実質「自転車操業」の状態

年度別正味財産増減額
単位：百万円



3．目標設定

ロスオリンピックを健全な財務状態で迎えるためにも2027年の収支均衡を目指したい。

R９(2027)に収支
均衡を目指す

以降は安定的な収入確保を目
標とし、超過分は特費の積立
て等に充てる

R7(2025)予算策定中。一次
集計では1億円以上の赤字で
あり、各委員会・
加盟団体と調整が必要

4. 今後の施策

今後、収入増と支出減の両方の取り組みが必要。
ゴールを共有するJWF関係者の皆様のご理解、ご協力、アイディア出しをお願いしたい。

収入増の施策

・既存スポンサーとの関係維持・強化

・新規スポンサーの獲得

・補助金・助成金の確実な手続きと入金

・競技人口の増加

・事業/イベントの収益化、新規創出 等

支出減の施策

・業務の効率化

・実施事業の取捨選択

・各事業コストの分析と低減

・適切な予算設定と実績の管理

＜現在実施中＞

連携して
活動

以 上
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